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貞享義民記念館

企画展 中林梧竹と安曇野
筆が結ぶ明治のこころ

明治の三筆の一人中林梧竹。彼が安曇野に残した
書から、地元の人々との交流をひもときます。
期1月17日（土）～3月1日（日）
場1階企画展示室　費無料
問貞享義民記念館 ℡77-7550

京都芸術大学連携アートプロジェクト
2026AKAP冬展

京都芸術大学大学院生が地域との交流を通して制
作した作品や、同学卒業のアーティストと図書館
がコラボレーションした作品を展示します。
日1月9日（金）～18日（日）
　9：00〜21：30（最終日は17：00まで）
場穂高交流学習センター「みらい」展示ギャラリー、
　中央図書館
費無料　問鐘の鳴る丘集会所 ℡55-3131

場所　安曇野市美術館多目的ホール
費用　1作品1,000円・2作品セット券1,800円　高校生以下無料
定員　各回40人(先着順)　申し込み　右記2次元コードまたは電話で
問い合わせ 文化課 ℡71-2463

文 化 施 設 展覧会・イベント情報

■休館日、開館時間などは各施設へお問合せください。
■穂高郷土資料館は12月26日（金）～2月28日（土）まで冬期休館します。

施設名 展覧会・イベント 日時・場所 費用・定員・申し込み

豊科郷土博物館
℡72-5672

新春書芸展・冬季特別展 期1月10日（土）～2月1日（日）
場２階展示室

費要入館料
申不要

新春書芸展ギャラリートーク
講千野秀濤さん（書家）

日1月15日（木）14：00～
場２階展示室

文書館
℡71-5123
FAX71-5127

バックヤードツアー
文書館って何するところ

日2月15日（日）13：30～15：00
場2階講義室

費無料
定30人（先着順）
申12月23日（火）から電話・ファクス・
　電子メールのいずれかの方法で

bunshokan@city.azumino.
nagano.jp
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地下水調査の様子（観測用の井戸で地下水位を測定）

蚕種編　11：00〜12：20
工女編　14：00〜15：00

■ワークショップイベントを開催します
上記展示に携わった学生による、どなたでも参
加できるワークショップです。参加者にはノベ
ルティをプレゼントします。
日1月10日(土) 10：30 ～11：30
場穂高交流学習センター「みらい」
　多目的交流ホール
費無料　申不要

江戸時代に保高組の大庄屋を務めた轟家住宅（豊科
重柳区）が10月24日に市有形文化財に指定されま
した。来年度からは主屋内部を一般公開します。
今回の指定で市指定文化財は159 件となりました。
問文化課 ℡71-2464
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家住宅が市有形文化財に指定
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貞享義民記念館

令和8年度企画展示の募集
個人や団体の活動成果を発表してみませんか。
対市内在住・在勤・在学の人、市内に所在する団体
申12月23日(火)～2月15日(日)に申込書を直接・

ファクス・郵送・電子メール（ gimin@city.
azumino.nagano.jp) のいずれかで。

　募集要項等は記念館H
ホームページ

Pから入手できます。
提〒399-8101 安曇野市三郷明盛3209
問貞享義民記念館 ℡77-7550　FAX77-7551

轟家住宅主屋


